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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 10月 5日 (2004.10.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 薄 板 形 状 に よ る 複 数 の 二 次 電 池 セ ル を 端 子 板 に よ り 接 続 し て 形 成 さ れ た 二 次 電 池 ユ ニ ッ
ト と 、
　 前 記 二 次 電 池 ユ ニ ッ ト の 電 力 を 外 部 機 器 に 供 給 可 能 に 、 前 記 二 次 電 池 ユ ニ ッ ト を 保 持 す
る 外 装 ケ ー ス と を 有 し 、
　 前 記 二 次 電 池 は 、
　 １ つ の 端 面 に 、 長 手 方 向 に 順 次 並 ん で 正 極 端 子 及 び 負 極 端 子 が 設 け ら れ 、
　 前 記 二 次 電 池 ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 正 極 端 子 及 び 負 極 端 子 が 同 一 の 側 に 位 置 す る よ う に 、 複 数 の 前 記 二 次 電 池 を そ
れ ぞ れ 積 層 し て 複 数 組 の 二 次 電 池 セ ル が 形 成 さ れ 、
　 前 記 正 極 端 子 及 び 負 極 端 子 が 同 一 の 側 に 位 置 す る よ う に 、 前 記 長 手 方 向 に 、 前 記 複 数 組
の 二 次 電 池 セ ル が 順 次 並 ん で 配 置 さ れ 、
　 前 記 同 一 の 側 に 位 置 す る 各 二 次 電 池 セ ル の 前 記 正 極 端 子 及 び 負 極 端 子 を 、 前 記 端 子 板 に
よ り 接 続 し て 形 成 さ れ 、
　 前 記 各 組 の 二 次 電 池 セ ル は 、
　 同 一 の 面 が 向 き 合 う よ う に 積 層 さ れ た
　 こ と を 特 徴 と す る バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 二 次 電 池 は 、
　 前 記 長 手 方 向 に 、 正 極 端 子 及 び 負 極 端 子 が 偏 っ て 設 け ら れ た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 端 子 板 は 、
　 金 属 板 材 に よ る 配 線 パ タ ー ン の 両 面 を 絶 縁 シ ー ト に よ り 覆 っ て 形 成 さ れ た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 端 子 板 は 、
　 前 記 二 次 電 池 セ ル の 充 放 電 を 制 御 す る 充 放 電 制 御 回 路 を 搭 載 し た 配 線 基 板 が 積 層 さ れ て
接 続 さ れ 、
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　 前 記 配 線 基 板 を 介 し て 、 前 記 二 次 電 池 セ ル の 電 力 を 前 記 外 部 機 器 に 出 力 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 二 次 電 池 ユ ニ ッ ト ３ は 、 こ の バ ッ テ リ パ ッ ク １ に 適 用 さ れ る 薄 板 形 状 に よ る 二 次 電 池 セ
ル ６ Ａ ～ ６ Ｆ を 後 述 す る 端 子 板 に よ り 接 続 し て 形 成 さ れ た ア ッ セ ン ブ リ 品 で あ る 。 上 ケ ー
ス ４ は 、 樹 脂 材 料 を 射 出 成 形 し て 形 成 さ れ 、 二 次 電 池 ユ ニ ッ ト ３ の 厚 み の 厚 い 側 に つ い て
、 下 ケ ー ス ２ を 覆 っ て 二 次 電 池 ユ ニ ッ ト ３ を 保 持 す る 。 ま た 上 ケ ー ス ５ は 、 金 属 板 材 を プ
レ ス 加 工 し て 作 成 さ れ 、 二 次 電 池 ユ ニ ッ ト ３ の 厚 み の 薄 い 側 に つ い て 、 下 ケ ー ス ２ を 覆 っ
て 二 次 電 池 ユ ニ ッ ト ３ を 保 持 す る 。 か く す る に つ き 、 バ ッ テ リ パ ッ ク １ に お い て は 、 こ の
よ う に 厚 み の 厚 い 側 に つ い て は 樹 脂 の 上 ケ ー ス ４ に よ り 下 ケ ー ス ２ を 覆 い 、 厚 み の 薄 い
側 に つ い て は 金 属 板 材 に よ る 上 ケ ー ス ５ に よ り 下 ケ ー ス ２ を 覆 う こ と に よ り 、 全 体 の 厚 み
を 極 力 薄 く す る よ う に な さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 配 線 基 板 ８ に お い て は 、 コ ネ ク タ ３ Ａ と 、 こ れ ら 二 次 電 池 セ ル ６ Ａ 及 び ６ Ｄ 、 ６ Ｂ 及 び
６ Ｅ 、 ６ Ｃ 及 び ６ Ｆ の 充 放 電 を 制 御 す る 充 放 電 制 御 回 路 ２ ０ が 配 置 さ れ る 。 す な わ ち 充 放
電 制 御 回 路 ２ ０ は 、 各 二 次 電 池 セ ル ６ Ａ 及 び ６ Ｄ 、 ６ Ｂ 及 び ６ Ｅ 、 ６ Ｃ 及 び ６ Ｆ の 端 子 間
電 圧 監 視 に よ り 、 二 次 電 池 セ ル ６ Ａ 及 び ６ Ｄ 、 ６ Ｂ 及 び ６ Ｅ 、 ６ Ｃ 及 び ６ Ｆ の 過 充 電 、
過 放 電 を 防 止 し 、 さ ら に は 充 放 電 電 流 の 監 視 に よ り 充 放 電 を 停 止 制 御 す る 。 ま た 図 示 し な
い サ ー ミ ス タ に よ り 二 次 電 池 セ ル ６ Ａ ～ ６ Ｆ の 温 度 を 監 視 し 、 異 常 な 放 電 を 防 止 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 温 度 制 御 部 品 ９ は 、 サ ー モ ス タ ッ ト ９ Ａ 、 ９ Ｂ 、 温 度 ヒ ュ ー ズ ９ Ｃ の 直 列 回 路 に よ り 構
成 さ れ （ 図 １ ） 、 充 放 電 制 御 回 路 ２ ０ と コ ネ ク タ ３ Ａ と の 間 に 配 置 さ れ 、 こ れ に よ り バ ッ
テ リ パ ッ ク １ の 事 故 を 防 止 す る 。 か く す る に つ き 温 度 制 御 部 品 ９ は 、 こ れ ら サ ー モ ス タ ッ
ト ９ Ａ 、 ９ Ｂ 、 温 度 ヒ ュ ー ズ ９ Ｃ の 直 列 回 路 が 端 子 板 ７ と 二 次 電 池 セ ル ６ Ａ ～ ６ Ｆ の 正 極
端 子 及 び 負 極 端 子 の 間 の 隙 間 に 配 置 さ れ る よ う に な さ れ 、 こ れ に よ り こ の バ ッ テ リ パ ッ
ク １ で は 、 微 小 な 内 部 空 間 を 有 効 に 利 用 し て 温 度 制 御 部 品 ９ を 配 置 し 、 こ れ に よ っ て も 一
段 と 小 型 か つ 薄 型 に 形 成 で き る よ う に な さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 バ ッ テ リ パ ッ ク １ は 、 別 途 、 コ ネ ク タ ３ Ａ 、 充 放 電 制 御 回 路 ２ ０ が 配 線 基 板 ８ に 実 装 さ
れ 、 こ の 配 線 基 板 ８ に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト に 対 し て 、 二 次 電 池 セ ル ６ Ａ ～ ６ Ｆ を 接 続 し て
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な る 端 子 板 ７ の 突 起 １ ７ が 差 し 込 ま れ て 半 田 付 け さ れ 、 こ れ に よ り 二 次 電 池 セ ル
６ Ａ ～ ６ Ｆ が 充 放 電 制 御 回 路 ２ ０ に 接 続 さ れ る 。 ま た 同 様 に し て 、 別 工 程 に よ り ア ッ セ ン
ブ リ さ れ て な る サ ー モ ス タ ッ ト ９ Ａ 、 ９ Ｂ 、 温 度 ヒ ュ ー ズ ９ Ｃ の 直 列 回 路 が 、 端 子 板 ７ 側
よ り 配 線 基 板 ８ に 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 充 放 電 制 御 回 路 ２ ０ と コ ネ ク タ ３ Ａ と の 間 の 充 放
電 経 路 が 形 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ３ 】
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